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大塩塩田跡の鳥類相の変遷
- 1970年代・ 1990年代・ 2010年代の記録ー

工義尚 *

Changes in the avian fauna around the old saltern site in Oshio district 

はじめに
姫路市大塩町の塩田は江戸時代から明治時代にか
けて開発された約160haの平坦で広大な場所であった。
昭和20年代後半まで入浜式で製塩が行われていたが，
流下式が始まり黒い鉱津が敷かれた流下盤と枝条架が
点々と建つ典型的な塩田の風景が広がっていた。そん
な塩田もイオン交換樹脂膜法に取って代わられ昭和46
年( 1971年) に廃業となった( 大塩公民館郷土史編集
委員会 1995)。
その後枝条架は取り壊され，塩田跡には雨水が溜ま
り溝に沿ってヨシが広がっていった。ただ海水が潮の
干満に応じて出入りする場所は残っていたようで，全
くの淡水ではなく塩性湿地となっていた。兵庫野鳥の
会の河田謙二( 1979) は，昭和54年頃の大塩塩田跡に
ついて， r  ( 前略) 次第にアシ原化しているが，弱い傾
斜の砂浜や海水を引き込む溝がそのまま残っていてシ
ギ・チドリの渡来地になっている。一様に見えるアシ
原もシギが常に好んでいる所とほとんど姿を見ない所
がある。これは主として溜まっている水の深さによる
ものと思われる。( 後略) J と述べている。
日本野鳥の会兵庫県支部が発足する以前の昭和41年

から活動していた兵庫野鳥の会の観察会が昭和51年9
月に大塩で行われ，参加されていた会長の小林桂助先
生が参加者に対して大塩塩田跡と浜甲子園干潟が
兵庫県南部海岸に残されたシギチドリの渡来地であ
る。浜甲子園干潟は0.8ha，干潮時のみ出現する干潟
であるので，干潮時以外は鳥を見ることは出来ない。
所が大塩は面積も広く，又渡りの時には潮の満干にか
かわらず，多くのシギ，チドリ類を見ることができる
ので，高く評価することの出来る地である。」と話さ
れたと会の機関誌( 兵庫野鳥の会 1977a) に報告さ
れている。
このように大塩塩田跡は1970年代には県下最大のシ

ギ・チドリの渡来地として多くのバードウォッチャー
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が訪れ， N H Kテレビの「自然のアルバム」でも放映
された場所で、あったが，その後の人為的環境改変によ
って鳥類相が大きく変化してきた。 70年代当時のシギ・
チドリの状況と，約40年間の鳥類相の変化の様子を報
告する。なお，本報告では，調査方法や調査回数が一
定でないことから，種数や個体数の変化については最
低限の言及にとどめた。

調査地および調査方法
東は天)11から西は西浜川まで，それに山陽電車と海

岸に固まれた台形の塩田跡であるが，環境の変化によ
って鳥類の生息状況が変化したため，それぞれの時期
で多くの鳥類を確認できる区域で、調査を行った。 70年
代は図lの黄色で固まれた範囲で， 1/120の傾斜を持つ
流下盤が広く残っており，そこに多少水が溜まってい
る所と乾燥した所が存在していた。 70年代後半には海
岸寄りの区域から廃棄物の処分場となり，ゴミの投棄
と埋め立てにより野鳥の生息地は少しずつ狭められた
ため， 90年代は水色で固まれた範囲で調査した。この
部分には数十cmの深さの雨水が溜まっており，ヨシも
かなり繁っていた。その後さらに埋め立てが進み， 10-
年代には野鳥が観察できる場所はかなり限られたため
隣接した的形塩田跡で、調査を行った。図2の緑色で固
まれた範囲である。なお， 70年代の植生については，
杉田( 1995) が報告している。環境の変化の様子につ
いては，地点Cにあった水門から撮影した図3および
図4に示した。
70年代は地点A→B→C→A のコースを平均時速約

1kmで歩きながら，双眼鏡および20倍のフィールドス
コーフ。を使って調査範囲を可能な限り見落としがない
ようにして確認した。 90年代は地点DおよびEから調
査範囲内で定点観察を行い， 10年代は地点FおよびG
から定点観察を行った。( 図5)

結果
表11こ各年代の鳥類各種の出現状況を示した。



1975 ・76年については，毎月 2回程度調査し，兵庫
野鳥の会 0976，1977ab， 1978ab， 1979) の観察会記録
も加えている。 1978 ・79年については，西播愛鳥会
(1978，1979 ab) が全国一斉調査として実施した記録
も加えている。 1977 ・78 ・92 ・93年は繁殖期と越冬期
も調査しているが， 1979年は繁殖期のみ， 2012 ・13年
は1月だけの調査結果である。
約40年間で105種の野鳥を記録した。そのうち調査

期間をとおして記録された種，途中から記録されなく
なった種，逆に途中から記録されるようになった種が
いることがわかる。調査期間をとおして記録された種
は，カルガモ，コガモ，カイツブリ，ダイサギ，パン，
ハシボソガラス，ハクセキレイの7種があげられ，主
に留鳥に分類される種であった。途中から記録されな
くなった種として，シギ・チドリ類，カモメ類，コア
ジサシ( 図9) ，イワツバメ，セッカ，ノビタキ，イソ
ヒヨドリ，タヒバリがあげられる。なお，調査回数の
多かった70年代で1回しか記録されなかった種は除外
した。 90年代以降に記録された種は，オカヨシガモ，
ヨシガモ，ヒドリガモ，マガモ( 図 10) ，ホシハジロ，
アオサギ，ハイイロチュウヒ，オオタカ，ノスリ，メ
ジロ，キセキレイ，ベニマシコ，シメである。 1970年
代には年聞をとおして50種以上が記録されたが， 90年
代以降はその半数となっている。
次に1970年代後半に記録したシギ・チドリ類にしぼ
って，それぞれの種の出現率を表2に示す。出現率とは，
月ごとの出現回数を調査回数で、割った値である。シギ・
チドリ類の大部分は旅烏として4 ・5月と8 ・9月に渡来
するため，該当の時期の結果だけを示している。チド
リ類6種，シギ類29種合わせて35種が記録され，最も
高い出現率で、あった( つまりいつも観察できた) 種は，
コチドリとシロチドリであった。ケリ，タカブシギ，
キアシシギ， トウネン，ハマシギが次いで高く，この
7種が70年代の塩田跡の「常連さん」と言える種であ
った。シロチドリ 0975年6月15日)，コチドリ 0977
年4月20日) については産卵された巣も記録している
(図6)。またこの報告の対象時期ではないが， 1982年4
月にはセイタカシギも記録している( 図7)。個体数に
ついて特筆すべきものとしては，ハマシギが1975年か
ら1978年まで春のシーズンには毎年1000羽前後確認し
ており， 1977年4月2日には1500羽以上を記録した( 図
8)。

考察
塩田跡において1970年代から2010年代にかけて鳥類
相の変化が起こったが，それがどのような要因による
ものなのかを考えてみる。
当初約160haあった塩田跡では，流下盤が大部分を
占めていたが， 1971年以来放置されたため水路を中心
に水が溜まり始めた。ただ，ごく一部では潮の干満に

応じて水が出入りしていたため，全くの淡水で、はなか
ったと考えられる。鳥類各種の脚の長さより深い所へ
は立つことができず，遊泳できるカイツブリやパンが
好む環境になっていた。水のない乾いた流下盤はシロ
チドリ・コチドリが利用していた。最も鳥類が多いの
は渚の部分である。それも何ヶ月も水があった所で水
生昆虫が生息している場所であって，急に雨水が溜ま
ってもシギは少ない。年と共に淡水化していったと考
えられ，ハマシギ，ツルシギ，タカブシギが主体とな
っていたが，塩水の部分も残っていたため塩水域を好
むオオソリハシシギ，オパシギも利用しており種類は
豊富であった。
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2010年代には50cm前後の深さの水が溜まった湿地
が約4ha残っており，そこに主にカモ類が冬期に利用
していた。 2012 ・2013年の記録は，全国一斉ガンカモ
調査の一環として調査した結果であり，冬期だけの記
録であるので，夏鳥については考察できない。
出現した絶滅危慎種( 兵庫県2013) については，表
11こ示すようにシギ・チドリ類がほとんどである。シ
ギ・チドリ類は湿地生態系の上位消費者であるため，
生態系の健全性のバロメータになる。シギ・チドリ類
が多く生息していた当時の塩田跡は，食物が豊富にあ
り，二次的ではあるものの生態系が健全であったとい
える。またその他の絶滅危倶種として猛禽類も確認し
ているが，埋め立て後のヨシ原・草地・荒れ地などの
採餌環境を利用していたものと考えられる。
この報告の中で，塩田跡の人為的な環境改変によっ

て鳥類相が大きく変化してきたことを示した。今後私
たちの価値観の変化によって，海岸に近い広大なエリ
アである塩田跡の土地利用が見直される日が来るだろ
うか。もし多様な鳥類が生息できる空間に改変するこ
とを検討する時代が来れば，この報告が多少とも役立
つことを期待したい。
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図7 コチドリ営巣
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表 1 1970・1990・2010年代に確認した鳥類
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ヨシガモ
ヒドリガモ
マガモ
カルガモ
ハシピロガモ
オナガガモ
シマアジ
コガモ
ホシハジロ

ウミアイサ
カイツフリ
ハジロカイツフリ
キジハト
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Pluvialis squatarola 
Charadrius dubius 
Charadrius alex組合inus
Charadrius mongolus 
Gallinago gallinago 
Pericrocotus divaricatus 
Limosa limosa 
Limosa lapponica 
Numenius phaeopus 
Numenius arquata 
Numenius madagascariensis 
Tringa ery廿lropUS
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表2 1970年代のシギ ・チドリ類の出現率

1975年 1976年 1977年 1978年 1979年 出現 (参考)
月 4月15月 8月19月 4月15月18月19月 4月 5月18月19月 4月15月18月19月 4月15月18月19月 率の シギチ一斉調査

調査回数 5 1 5  5 1 3 1 2 1 4  4  1  1  2  3  1  2  1  1  1  1  5  1  2  1  1  1  1  平均 81春 81秋
シロチドリ 1.0 11.0 0.8 10.8 1.0 10.7 11.0 10.8 1.0  1.0 1.0  1.0  1.0  11.0  11.0  11.0  0.8 11.0 1  1.0 0.89 33 150 
コチドリ 1.0 11.0 1.0 10.7  1.0  10.5 1.0  1.0  1.0 1.0  1.0  11.0  11.0  11.0  1.0 11.0 1.0  0.89  34  40 
タカブシギ 0.4 10.8  1.0 10.8  0.5 1.0  1.0  1.0  1.0  10.5  11.0  11.0  1.0  0.80  265 85 
トウネン 0.2 11.0 0.3 11.0 0.6 lO.3 0.5  1.0  1.0  11.0  0.7 10.5  1.0  1.0  1.0  1.0  0.67 47 54 
キアシシギ 1.0  10.6  10.3  1.0  10.8  0.3  11.0  1.0  11.0  0.3  11.0  1.0 1.0  1.0  1.0  0.66 15 16 
ケリ 0.6  0.8  10.7  1.0  10.3  0.8 11.0  1.0  11.0  0.3 11.0  1.0  0.6  j  1.0  0.57 2  22 
ハマシギ 0.2  11.0  1.0  10.3 1.0  11.0  1.0  1.0  0.5  0.6  l1.0  I  0.55 416 5  
ツルシギ 1.0  10.8  1  1.0  10.3  0.3 1.0 11.0  1.0  1.0  1.0  11.0  1  0.49  303 
アオアシシギ 11.0  10.7  0.4 0.3 1  0.3 1  1.0  1.0  0.3 1.0 1.0  0.46  3  8  
ウズフシギ 0.6  0.2  0.4 0.3 0.5  0.5 11.0 1.0  0.7 11.0  1.0  11.0 1  1.0  0.46  64  2  
イソシギ 0.2 0.2 0.3 0.5  1.0  1.0  0.5  0.3 1.0  0.8  1.0  0.41  10 13 
メダイチドリ 0.4 10.8  0.2  0.6  0.4 0.3  0.5  1.0  0.7  0.2  1.0  1.0  0.37 25 8  
チュウシャクシギ 0.4 10.8  0.2  0.5  0.3 1.0 0.5 0.7  0.4 1.0 0.30 90 9  
タシギ 0.6  0.8 1.0  0.7  1.0  0.6  1.0  0.28 81 19 
ムナグロ 0.2  0.2  0.2  0.5 10.3  0.5 1.0 10.5 1.0  0.7  0.28 8  3  
ソリハシシギ 0.6  0.2  0.2 0.3  1.0 10.5  0.3  0.5  1.0  0.26 4  2  
キョウジョシギ 0.4 10.4 0.3 0.3 1.0  0.2  1.0  0.21 47 
コアオアシシギ 0.3 0.4 0.2 0.3 0.5  0.3 0.3  10.5  1.0  0.19 
キリアイ 0.2  0.3 1.0  1.0  1.0  0.17 
オパシギ 0.3 1.0  0.5 10.8  0.3 0.16 3  3  

0.6  jO.2 0.4 10.3  0.3 1.0  0.14 
エリマキシギ 0.2  0.3 0.7  1.0  0.5  0.13 3  
オオソリハシシギ 0.4 0.8  1.0  0.3 0.12 32 
オグロシギ 0.2  10.4 1  0.3 1.0  0.11 
ダイゼン 0.5  0.3 1.0  0.09 6  
ヒバリシギ 0.3  1.0 0.08 
ダイシャクシギ 1.0  0.05 
アカエリヒレアシシギ 1 0.3  0.5  0.04 
コオパシギ 0.2  0.03 
サルハマシギ 10.2 0.03 
ホウロクシギ 0.03 
ツバメチドリ 0.03 
クサシギ 0.3  0.02 
タマシギ 0.3  0.01 
アカアシシギ 0.01 
コシャクシギ、 2  
セイタカシギ

種数 15  17 16 1  21 1  15 1  20 18 15 23 1 11 1  6  13 12 16 

0.5-0.74  0.75 - 1.0  ‘・田・・-
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